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不透明です。学校の経営にたず
さわってる人々に、この学校が、
この地に弧々の声を上げた頃の
熱意と使命感を求めることも、
いわば無い袖をもとめることに
等しいと、近年強く感じるとこ
ろです。さすれば学校が縮小さ
れたとして考えれば、高齢化率
は４０％にも５０％にも、たちどこ
ろに至るのが現状です。
自立心の強い町民に
いまさら危機感を持とうなど

とは申しません。なんとか沈ま
ないでいるために頑張りましょ
うと呼びかけるのみです。その
ためには、若い人の働く場でも
ある役所の人的改革も避けては
通れないでしょう。新人採用に
際してもコネや縁故採用を廃し、
魅力的な雇用条件を提示しつつ
やる気のある人材を町外からで
も採用する。役所の機構も効率
を優先し、一時は人ロ減になっ
ても後の施策で盛り返す、そう
いう真の改革が必要です。当然
今のようなだらしない議会だっ
て刷新せねばなりません。
急激な改革を望まない人にと

ってはとても勇気のわく言葉で
はありませんね。しかしこれが
硯実です。
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大きな感動を呼んだ阪神・淡路大霞災１５年特集
ドラマカ唄併の輿場公劈。脚本・渡辺あや、舞台

も挨謬決定嘩細は濾帽まで）監腎：井上剛即本：渡辺あや出演：森山未末、佐藤江梨子、津田劃台、白木乖凋ａ３分

絞る。多くの人がそれを実践す
れば、きっと道を見いだすこと
かできると信じています。
そういう果断な動きが可能な

のは、じつは小さな自治体だか
らこそです。住民自治力。今後
のキイワードだと思います。

たった一年、されど一年
今年は毎年やって来る年のひ

とつにすぎませんが、二度とな
い年でもあります。「弓削通信・
フェニックス」を読んで下さる
皆様と、たとえ異論があろうと
無かろうと、共に同舟の一人と
して精進して参ります。どうか
よろしくお力添えをお願い致し
ます。
皆様方にとって「良かった」

と思われる一年でありますよう
心よりお祈りいたします。

平山和昭
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われら高齢の者が動こう
近年、若い人の孤独餓死とか、
幼児を実親が殺めたり虐待する
事件、老老介護に疲れた者が犯
す事件、老若を問わず懲病を発
し社会生活からこぼれ落ちてい
くなど、とかく暗潅たる出来事
が多い中、その原因のひとつに
近隣とのつながりの希薄さもあ
げられています。いまそれを社
会病理的に論じることよりも大
切なことは、世の流れをみてそ
のように感じるなら、まずはそ
れの再構築に向け踏み出す、「積
極的に動きだす」気概ではない
かと感じます。
論は動を伴ってこそ意義あり

です。私達は昔からそのように
躾けられてきました。それを思
いだし、まずは己が助かるため
に我々年のいった者が力を振り
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キイワードは住民の自治力

嚇
刈

を他者のせいにしてもなお詮の
ないことです。それよりは、今
まさに沈まんとするこの船を、
とにもかくにも陸地に近づける
には、全ての人が力を合わせ、
水をかい出し、オールをこぎ、
方位を確かめと、持てるあらゆ
る能力を出し惜しみすることな
く働く以外にありません。
自治体の活力を計る高齢化率

を 見 て も 、 我 が 町 は お よそ ３
６％。しかしこの中には国立商
船高専の学生も含まれています。
高専の問題は少子化と密接に

関連しており、今後学校の存続
そのものもどう変転してゆくか

実質高齢化率４０％の現実
私達の町の未来をみるとき、

歯の浮いたようなバラ色の夢を
語ることは出来ません。そのこ
とをしずかに、しっかり認め、
では私達はどうすればいいのか
を考える必要があるのではない
かと思います。
俗に無い袖は振れぬとは申し

ます。求めて詮ないことを求め
つづけ、それが実現しないこと

．-

今 年 ２ 月 開 通
＿／ヽ、生名橋
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ま
い

多回ｌｉ・・‘ｍに
いったい誰の責任か
あけましておめでとうござい

ます。昨年弓削通信を復活させ、
その名もフェニックスとし、す
こしはきびしく、しかしかなり
柔和に記事を書いてきたつもり
です。
筆者の友人はことあるごとに、
指導者の立場にある者は人々に
勇気を与える言葉を発しなけれ
ばならないと言います。その通
りかも知れません。しかし筆者
は指導者ではないので、これか
らも厳しい言葉を発していかざ
るを得ないと自覚しています。
一方、名実共に指導者の立場

にある首長は、まさしく出来の
悪い部下に対してでも、勇気を
与える言葉を発し、その持てる
能力を発揮させるのがっとめで
す。間違っても多くの町民の前
で部下を批判するようなことを
するべきではありません。
昨年は、首長のそのような有

様を沢山見聞しました。今年こ
そはそのような有様を見ないで
済む事を心から願います。

「
ハ
イ
、
ア
エ
ラ
編
集
室
で
ご
ざ
い
あ
の
ア
エ
ラ
と
つ
な
が
り
が
出
来
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昨年１２月定例議会では非常に

疑問に思えることがいろいろあっ
た。すでに新聞各紙の報道で内容

は知れているのでここでは「首長（町長）の説明責任」
というものについて考えてみたい。

自治体首長の説明責任とは何か
事件の概要は、上島町生名に

あるスポーツ合宿施設「いきな
スポレク公園」を管理する第三
セクター（社長・上島町長）が、
約４７０万円を着服した職員を懲
戒解雇（２００９年１１月）してい
た、というもの。
こ こ で 考 えて み た い と い う
「首長の説明責任」とは、その

事件に関し、昨年の１２月定例
議会でその経緯の説明を求めた
一般質問に対し「公表をしない

ことを前提に（職員を）処分し
た」ので説明はしないと答弁し
たこと。
「いきなスポレク」には町から

公金が三千万円の委託金として
出資されている。しかも町長が
社長。そう言う会社の場合、横
領事件等があれば、普通ならば
問われなくても議会に経緯と今
後の防止策、ならひの監督責任
者の処分か説明される。しかし
問われた町長は、そのような質
問を議会でするのはいかがなも
のかと、質問する議貝を批判し
た。（筆者注：誤解なきように添
えると、職員の名を公表せよと
か言うのではなく、そのような
事件かあった顛末は公表すべき
だと言う趣旨の質問だった）
その一方で町長は、着服した

金は返還され、職貝が公務員で

腹をくくりて
二兎追わず

安藤朋生茨城県 Ｊ：
新年開けましておめでとうご

ざいます。昨年は皆さんに大変
お世話になりましたこと心より
お礼申し上げます。有り難うご
ざいました。
遠く離れた土地の私に、島に

ついて書く事を温かく迎えて下
さった弓削通信の平山さん、あ
なたは私の恩師でございます。
ゼロに近い可能性に惜しみなく
エネルギーを注いで下さったこ
と、この場を借りて心より感謝
致します。本当にありがとうご
ざいました。

はなく、本人も反省しており、
家庭環境も考慮して公表も刑事
告訴もしないと決めたと、その
議会の途中で開いた記者会見で
述べている。（新聞報道）
その記者会見ではまた、「三七

夕会社の管理責任は私にあり町
民にはおわびしたい」と述べた
とされる。（実質的公表）
記者会見後、議場に戻った町

長は、それらに関することは一
切触れず議会側もあえて純すこ
とはしなかった。したがって記
者会見の内容は、翌日の新聞報
道で町民の知るところとなった
わけだ。
傍聴者の眼から見れば、それ
こそ町長としていかがなものか
と問いただしたいところだ。
記事を書いている現時点では、

記者会見で述べられた防止策と
は「金を扱う者を複数にする」
といったぐらいのことで、管理
責任者の処分も議会には報告さ
れていない。
町長はその１２月議会開催前

の議員全員協議会で「もし処分
された者に今後（事件が公開さ
れたことで）何かが起きても議
会は責任をとれるのか」と、暗
に質問の取り下げを求めたと聞
く。お願いだそうだ。

まだまだ未熟な筆さばきでは
ございますか、本年も心を込め
て皆さんにお届け出来るよう尽
くす所存でございます。皆様の
心と体か健やかでありますよう
に。また１年宜しくお願い致し
ます。
さて、まだ６

回目だというの
に筆が中々進ま
ず（泣）、こんな
ことでどーする

島’
。 ｅ Ｊ ＝ ゛

自分！と喝は入れるものの、今
回は全く良い勘が回って来ない
まま年を越してしまいました。
ですので、この６回目は新年と
いうこともあり、今年の抱負を
考えるべく、昨年を振り返って
次回に繋げるやや強引な趣向で
進行してみよ～かと・・・。振
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さて読者はこの一連に関して
どういう感想をもつであろうか。
首長の説明責任は果たされて
いると考えられるであろうか。
説明責任とは首長の恣意に委
せて済む話だろうか。
事件を起こした職貝の家庭環

境 も 反 皿 ・ そ れ は ど ん な 事 件
に対してもついて回ることだ。
やってはならぬことが露見し、

処分された後の、その者に発生
する事に対する責任は、本人起
因である以上本人にある、とい
うのが社会通念だ。
官か深く関係する会社に於い

て、悪事を犯しても法的に処断
されねば罪とは成らず、よって
本人救済のために法の場での解
明を求めないというのであれば、
専決処分乱発でリコール解任さ
れた鹿児島県阿久根市、竹原前
市長の、自治法の定めにあるこ
とに反する行為をしても「裁判
で違法とされない限り」違法と
は言えない、とする思想にそっ
くりだ。
町の公金を注入して運営して

いる会社にあって、そこで起き
た事件に関し議会に説明しなく
てもいいという考えは、どこか
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を
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べ
ば
嬉
し
い
。

り返り確認する事って、時には
とっても大事なことでしょ？
（なんちってｊ）
弓削通信を毎月送って下さる

平山氏は毎回辛口。そして強い。
正にフェニックスといった感じ。

像
毎回勉強になる

⑥ の で す が 、 私 に
求められている

泄 亀 の は 辛 口 な 表 現
石 ｔ で は な く 自 分 ら

しい表現。辛
口通信の平山氏、アドバイスは
とっても優しいのです。そして
勉強になるといえばもう一方。
大好きなんです！青木喜代子さ
んの書く『きどぐち』。ファン
なんです！
毎回通信の隅々まで読んで、

最後にきどぐちを何度も何度も

ら生まれてくるのであろうか。
道理に合わぬ方法論を礼す側

に事件公表後の結果責任を間う
などという責任転嫁の思想は、
どこを押せば生まれ出るのか。
言うまでもなくそれは専制国

王の思想だ。まさに面妖と言う
の他はない。
ここまで大きく事件の傷口を

開いたのは、ほかならぬ最高責
任 者 に の 場 合 三 セ ク 社 長 で も
ある町長）の、事件を隠蔽した
いという強い意志ではないのか。
事件発覚時、淡々と処分ほか

を公表しておれは、新聞の小さ
な記事にしかならなかったかも
しれぬ着服事件。事ほど左様に
隠さねばならぬとすれば「他に
も理由があるのでは？」となる
のは自然な流れだろう。
かくの如き独善的感覚で町政

運営がなされているのか？。
町長のみではない。議会人士

のその後の動きも、誠に頼りな
く寒心に堪えない。
「思いやり」「暖かい心」「優し

さ」とかの意味も深く誤解して
いるとしか思えないからだ。

（平山和昭）
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を
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ま
す
。

読み返します。面白い！それを
お手本に頑張るのですが、何か
違うのかうまい事いきません。
書き手が違えば表現も違う。

見ている視点が違えぼ感じるこ
とさえも違ってくる。そして生
活基盤の違いってやっぱり大き
いなと再確認。
島に暮らさない私達内地の者

は、憧れで島を見てしまう。憧
れで飯は食えない。憧れる事は
悪い事じやないけど、どうせ暮
らすなら、何か起こす気で島に
上陸したい！素直に尊敬出来る
方達に出会えるなんて思っても
みなかった感激を、実際に何か
形に出来れはいいのに一一・。
良い言葉を見つけました「風

雲の志」。受験生の諸君！この
言葉、必ず辞書引くよーに心


